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1. 公共財とは 
n 財には	
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 が存在． 

 
n 消費における公共財の性質 
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誰かが消費することによって，他の人の消費量が減少するというこ

とがない。 
 全員が同時に同じ量を消費可能。 
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特定の誰かの消費を妨げることができない. 
  

n 公共財の例 
①	
 国防 
②	
 消防 
③	
 警察 
④	
 放送（電波） 
⑤	
 一般道路 

 
2. 公共財の種類 

 
n  
消費が非競合的であり，かつ供給が非排除性をもつ公共財。 

 
n  

Ø どの程度，消費の非競合性と排除不可能性を満たすか？によって区

別される。 
 

3. 外部性と公共財 
  
n                  



個々の経済主体の経済活動が市場を通じることなく他の経済主体の生

産水準や効用水準に影響を与えること． 
例）道路を直接利用しなくても，物流などで恩恵は受ける． 
Ø 外部性をもつ財は、広い意味での公共財である、ともいえる。 

 
4. 地域公共財 

n 公共財のうちその便益が比較的小さな地域に限定されるとき，その財は	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 と呼ばれる． 

Ø 国防の便益はその国民全体におよぶが，消防や公園，図書館，警察など
の便益は地域的に限定されている． 

 
5. 公共財供給の問題点 

 
n 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  
・	
 負担を伴わないで便益を受けること．通常の私的財であれば，市場価

格という対価を支払わない限り，その財の消費は不可能＝受益者負担

の原則（排除可能）． 
・	
 公共財は排除不可能であるため，負担をしなくても便益は享受できる． 

 
n なぜただ乗りは生じる？  
①	
 費用と外部効果がきわめて大きい場合． 
②	
 各個人の負担の有無を検証できない場合． 
③	
 便益と負担の乖離が大きい場合	
 など 

 
 
 公共財 私的財 
消費の非競合性   

消費の排除不可能

性 
  

外部性   



 
 


